



























Photoisomerization-Induced Alteration of Ecotoxicological Effects of Sulindac






































　凍結乾燥したV. fischeri（１バイアル）をメディウム10 mLに加え、20℃、180 rpmにて24時
間培養した後に毒性試験に用いた。メディウムの組成は、10 g/L ブレインハートインフュージ



















用意し、上記条件にて紫外線を照射した。１個につきOasis HLB Cartridge 3cc（Waters、








































































は37.0 ± 1.6 mg/Lとなった。試験の妥当
性を評価するために陽性対照である硫酸亜
鉛をV. fischeriに暴露し、発光の減少量か
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